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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月2日(2016.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　そのために本発明では、インクジェット記録装置において、第１の種類のインクを吐出
するための複数のノズルが配列方向に配列された第１記録ヘッドと、前記第１記録ヘッド
に対して記録媒体を前記配列方向と交差する移動方向に移動させる移動手段と、前記移動
手段によって記録媒体を移動させる間に第１の種類のインクの吐出を制御する吐出制御手
段であって、（ｉ）第１の数のノズルから第１の種類のインクを吐出して記録媒体の前記
移動方向における第１の位置に第１パターンを記録し、（ｉｉ）前記第１パターンを記録
した後、第１の時間の間、複数のノズルから第１の種類のインクを吐出しないようにし、
および（ｉｉｉ）前記第１の時間が経過した後、第１の数より多い第２の数のノズルから
第１の種類のインクを吐出して記録媒体の前記移動方向における、前記第１の位置より上
流側の第２の位置に第２パターンを記録する吐出制御手段と、を具え、前記第１の時間に
おける複数のノズルの第１の種類のインクの温度が、５０℃以上であることを特徴とする
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の種類のインクを吐出するための複数のノズルが配列方向に配列された第１記録ヘ
ッドと、
　前記第１記録ヘッドに対して記録媒体を前記配列方向と交差する移動方向に移動させる
移動手段と、
　前記移動手段によって記録媒体を移動させる間に第１の種類のインクの吐出を制御する
吐出制御手段であって、（ｉ）第１の数のノズルから第１の種類のインクを吐出して記録
媒体の前記移動方向における第１の位置に第１パターンを記録し、（ｉｉ）前記第１パタ
ーンを記録した後、第１の時間の間、複数のノズルから第１の種類のインクを吐出しない
ようにし、および（ｉｉｉ）前記第１の時間が経過した後、第１の数より多い第２の数の
ノズルから第１の種類のインクを吐出して記録媒体の前記移動方向における、前記第１の



(2) JP 2015-16638 A5 2016.9.15

位置より上流側の第２の位置に第２パターンを記録する吐出制御手段と、
を具え、
　前記第１の時間における複数のノズルの第１の種類のインクの温度が、５０℃以上であ
ることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記第１の時間は、３０ｍｓｅｃ以上であることを特徴とする請求項１に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項３】
　第１の種類のインクとは異なる第２の種類のインクを吐出するための複数のノズルが前
記配列方向に配列された第２記録ヘッドをさらに具え、
　前記吐出制御手段は、前記移動手段によって記録媒体を移動させる間に第２の種類のイ
ンクの吐出を制御し、（ｉ）第３の数のノズルから第２の種類のインクを吐出して記録媒
体の前記移動方向における第３の位置に第３パターンを記録し、（ｉｉ）前記第３パター
ンを記録した後、第２の時間の間、複数のノズルから第２の種類のインクを吐出しないよ
うにし、および（ｉｉｉ）前記第２の時間が経過した後、第３の数より多い第４の数のノ
ズルから第２の種類のインクを吐出して記録媒体の前記移動方向における、前記第３の位
置より上流側の第４の位置に第４パターンを記録し、
　前記第２の時間における複数のノズルの第２の種類のインクの温度が、５０℃以上であ
り、かつ前記第１の時間における複数のノズルにおける前記第１の種類のインクの温度よ
り高いことを特徴とする請求項１または２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記第２パターンおよび前記第４パターンを読取り、読み取り信号値を取得する読取手
段をさらに具え、
　第２の種類のインクについて前記読取手段によって取得される読み取り信号値は、第１
の種類のインクについて前記読取手段によって取得される読み取り信号値より低いことを
特徴とする請求項３に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　第２の種類のインクの色材濃度は、第１の種類のインクの色材濃度より低いことを特徴
とする請求項３または４に記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　第２の種類のインクを吐出することによって記録されるドットのサイズは、第１の種類
のインクを吐出することによって記録されるドットのサイズより小さいことを特徴とする
請求項３または４に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記第２パターンは、ノズルの吐出不良を判定するためのパターンであることを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか1項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記第１パターンは、前記第２パターンの記録位置を検出するためのパターンであるこ
とを特徴とする請求項１乃至６のいずれか1項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　第１種類のインクの加熱を制御する加熱制御手段をさらに具えたことを特徴とする請求
項１乃至８のいずれか1項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　第１の種類のインクを吐出するための複数のノズルが配列方向に配列された第１記録ヘ
ッドと、
　前記第１記録ヘッドに対して記録媒体を前記配列方向と交差する移動方向に移動させる
移動手段と、
　前記移動手段によって記録媒体を移動させる間に第１の種類のインクの吐出を制御する
吐出制御手段であって、（ｉ）第１の数のノズルから第１の種類のインクを吐出して記録
媒体の前記移動方向における第１の位置に第１パターンを記録し、（ｉｉ）前記第１パタ
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ーンを記録した後、第１の時間の間、複数のノズルから第１の種類のインクを吐出しない
ようにし、および（ｉｉｉ）前記第１の時間が経過した後、第１の数より多い第２の数の
ノズルから第１の種類のインクを吐出して記録媒体の前記移動方向における、前記第１の
位置より上流側の第２の位置に第２パターンを記録する吐出制御手段と、
を具え、
　前記第１の時間は、３０ｍｓｅｃ以上であることを特徴とするインクジェット記録装置
。
【請求項１１】
　第１の種類のインクとは異なる第２の種類のインクを吐出するための複数のノズルが前
記配列方向に配列された第２記録ヘッドをさらに具え、
　前記吐出制御手段は、前記移動手段によって記録媒体を移動させる間に第２の種類のイ
ンクの吐出を制御し、（ｉ）第３の数のノズルから第２の種類のインクを吐出して記録媒
体の前記移動方向における第３の位置に第３パターンを記録し、（ｉｉ）前記第３パター
ンを記録した後、第２の時間の間、複数のノズルから第２の種類のインクを吐出しないよ
うにし、および（ｉｉｉ）前記第２の時間が経過した後、第３の数より多い第４の数のノ
ズルから第２の種類のインクを吐出して記録媒体の前記移動方向における、前記第３の位
置より上流側の第４の位置に第４パターンを記録し、
　前記第２の時間は、３０ｍｓｅｃ以上であり、かつ前記第１の時間より長いことを特徴
とする請求項１０に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１２】
　前記第２パターンおよび前記第４パターンを読取り、読み取り信号値を取得する読取手
段をさらに具え、
　第２の種類のインクについて前記読取手段によって取得される読み取り信号値は、第１
の種類のインクについて前記読取手段によって取得される読み取り信号値より低いことを
特徴とする請求項１１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１３】
　第２の種類のインクの色材濃度は、第１の種類のインクの色材濃度より低いことを特徴
とする請求項１１または１２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１４】
　第２の種類のインクを吐出することによって記録されるドットのサイズは、第１の種類
のインクを吐出することによって記録されるドットのサイズより小さいことを特徴とする
請求項１１または１２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１５】
　前記第２パターンは、ノズルの吐出不良を判定するためのパターンであることを特徴と
する請求項１０乃至１４のいずれか1項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１６】
　前記第１パターンは、前記第２パターンの記録位置を検出するためのパターンであるこ
とを特徴とする請求項１０乃至１４のいずれか1項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１７】
　第１種類のインクの加熱を制御する加熱制御手段をさらに具えたことを特徴とする請求
項１０乃至１６のいずれか1項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１８】
　　第１の種類のインクを吐出するための複数のノズルが配列方向に配列された第１記録
ヘッドに対して記録媒体を前記配列方向と交差する移動方向に移動させる移動工程と、
　前記移動工程で記録媒体を移動させる間に第１の種類のインクの吐出を制御する吐出制
御工程であって、（ｉ）第１の数のノズルから第１の種類のインクを吐出して記録媒体の
前記移動方向における第１の位置に第１パターンを記録し、（ｉｉ）前記第１パターンを
記録した後、第１の時間の間、複数のノズルから第１の種類のインクを吐出しないように
し、および（ｉｉｉ）前記第１の時間が経過した後、第１の数より多い第２の数のノズル
から第１の種類のインクを吐出して記録媒体の前記移動方向における、前記第１の位置よ
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り上流側の第２の位置に第２パターンを記録する吐出制御工程と、
を有し、
　前記第１の時間における複数のノズルの第１の種類のインクの温度が、５０℃以上であ
ることを特徴とする検査パターン記録方法。
【請求項１９】
　第１の種類のインクを吐出するための複数のノズルが配列方向に配列された第１記録ヘ
ッドを用いる検査パターン記録方法であって、
　前記第１記録ヘッドに対して記録媒体を前記配列方向と交差する移動方向に移動させる
移動工程と、
　前記移動工程で記録媒体を移動させる間に第１の種類のインクの吐出を制御する吐出制
御工程であって、（ｉ）第１の数のノズルから第１の種類のインクを吐出して記録媒体の
前記移動方向における第１の位置に第１パターンを記録し、（ｉｉ）前記第１パターンを
記録した後、第１の時間の間、複数のノズルから第１の種類のインクを吐出しないように
し、および（ｉｉｉ）前記第１の時間が経過した後、第１の数より多い第２の数のノズル
から第１の種類のインクを吐出して記録媒体の前記移動方向における、前記第１の位置よ
り上流側の第２の位置に第２パターンを記録する吐出制御工程と、
を有し、
　前記第１の時間は、３０ｍｓｅｃ以上であることを特徴とする検査パターン記録方法。
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